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一
医療保険部会
地域包括ケア部会

東
京
都
医
師
会
か
ら
は
近
朦
太

郎
副
会
長
、
蓮
氾
剛
理
事
が
出
席

し
た
。
お
よ
そ2
時
間
に
わ
た
っ

て
、
主
に
平
成2
8年
度
診
療
親
酬

改
定
の
問
題
点
お
よ
び
新
専
門
医

制
度
な
ど
に
関
し
て
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

協
議
テ
ー
マ
と
し
て
、
「
新
専

門
医
制
度
に
つ
い
て
」
（
茨
城
票
・

山
梨
瞑
）
、
「
地
域
包
括
診
療
加
算

お
よ
び
地
域
包
括
診
療
料
に
つ
い

て
」
（
神
奈
川
票
・
東
京
都
）
、
「
差

額
ベ
ッ
ド
代
の
退
院
時
支
払
拒

否
‘
退
院
後
返
惹
請
求
に
つ
い
て
」

（
千
葉
雙
、
「
医
寮
へ
の
ア
ウ
ト

カ
ム
評
価
導
入
に
つ
い
て
」
（
栃

木
嗅
）
、
「
医
療
・
介
護
の
一
体
化

の
取
り
組
み
に
お
け
る
介
護
保
険

................................................................................. 

と
医
寮
保
険
の
矛
盾
点
に
つ
い

て
」
（
栃
木
瞑
・
神
奈
川
県
）
、
「
小

児
か
か
り
つ
け
診
寮
料
に
つ
い

て
」
（
新
潟
瞑
）
が
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
東
京
都
医
師
会
か
ら
は
地

域
包
括
診
療
加
算
お
よ
び
地
域

包
括
診
際
料
（
認
知
症
を
含
む
）

に
お
け
る

I
I適
切
な
研
修I
Iに
関

す
る
具
体
的
な
明
文
化
を
要
望

し
た
。

東
京
都
医
師
会
と
し
て
、
「
差

額
ベ
ッ
ド
代
の
追
院
時
支
払
拒

否
、
退
院
後
返
遺
請
求
」
に
関
し

て
、
「
入
院
時
に
し
っ
か
り
と
説

明
す
る
、
入
院
時
に
正
式
な
契
約

を
締
結
す
る
、
保
証
金
や
前
金
を

徴
収
す
る
な
ど
が
望
ま
し
い
」
と

意
見
を
述
べ
た
。

ま
た
、
「
小
児
か
か
り
つ
け
診

際
斜
」
に
関
し
て
は
、
「
現
在
の

施
設
基
準
で
はI

I専
ら
小
児
科
ま

た
は
小
児
外
科
を
担
当
す
る
常
勤

医
師
I
Iと
い
う
葬
常
に
厳
し
い
条

件
が
課
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
多
く

の
医
師
が
こ
の
診

療
料
を
算
定
す
る

た
め
に
、
今
後
の

条
件
の
緩
和
が
必

要
で
あ
る
」
と
意

見
を
述
べ
た
。

部
会
に
臨
席
し

た
日
本
医
師
会
の

中
川
俊
男
副
会
長

が
、
各
院
議
テ
ー

マ
に
関
す
る
議
論

の
総
括
お
よ
び
コ

メ
ン
ト
を
述
べ
、

医
禦
保
険
部
会
を

終
了
し
た
。

平
成
2
8年度
診
療
報
酬
改
定
の
問

題
点
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

7

月

1
6日
（
土
）
に
都
内
に
お
い
て
平
成

2
8年
度
関
東
甲
信

越
医
師
会
連
合
会
医
療
保
険
部
会
お
よ
び
地
域
包
括
ケ
ア
部

会
が
開
催
さ
れ
、
各
部
会
と
も
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

一
医
療
保
険
部
会

東
京
都
医
師
会
か
ら
は
安
藤
高

夫
理
事
、
渡
辺
象
理
事
、
平
川
博

之
理
事
が
出
席
し
た
。
今
回
は
各

都
累
医
師
会
か
ら1
2の
テ
ー
マ
が

提
出
さ
れ
た
が
、
討
論
は
5

つ
の

テ
ー
マ
に
絞
っ
て
討
議
さ
れ
た
。

検
討
テ
ー
マ
は
「
『
在
宅
医
療
・

介
護
連
撓
に
関
す
る
相
談
支
援

（
介
護
保
険
）
』
を
機
能
強
化
型
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
医
療
保

険
）
の
要
件
の
―
つ
に
」
（
神
奈

川
瞑
）
、
「
訪
問
診
寮
医
の
確
保
に

つ
い
て
」
（
群
罵
雙
、
「
介
護
認

定
審
査
会
の
興
担
軽
減
の
た
め
の

方
策
に
つ
い
て
」
（
埼
玉
康
）
、
「
医

療
系
サ
ー
ビ
ス
は
、
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
集
中
減
算
の
対
象
外
と

す
べ
き
で
は
な
い
か
」
（
千
葉
漿
）
、

「
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金

各
都
票
医
師
会
か
ら
提
出
さ
れ
た

テ
ー
マ
を
5

つ
に
絞
っ
て
討
議

＿
地
域
包
括
ケ
ア
部
会

に
お
け
る
在
宅
関
運
経
賣
の

確
保
に
つ
い
て
」
（
山
梨
瞑
）
。

紙
上
回
笞
は
、
「
在
宅
医
霞

連
携
に
お
け
る
情
報
連
携
に

つ
い
て
」
（
茨
城
康
）
、
「
地

域
支
援
事
業
に
移
行
す
る
こ

と
に
関
し
て
」
（
群
罵
県
）
、

「
医
療
側
の
多
職
種
連
携
に

対
す
る
診
療
轄
酬
評
価
に
つ

い
て
」
（
群
罵
票
）
、
「
病
院

と
施
設
（
老
人
保
健
施
設
）

で
実
施
さ
れ
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
」
（
埼

玉
県
）
、
「
地
域
包
括
ケ
ア
の

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
イ
ン
デ
ィ

ケ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
」
（
東

京
都
）
、
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
と
多
職
種
励
働
に
つ

ー

い
て
」
（
東
京
都
）
、
「
多
職

L
 

L

種
運
携
ツ
ー
ル
と
し
て
構
築

し
た
I
C
T

シ
ス
テ
ム
の
維
持
管

理
、
特
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等

の
費
用
面
に
つ
い
て
」
（
新
潤
票
）

で
あ
る
。

東
京
都
医
師
会
か
ら
は
、
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
多
職
種

脇
働
に
つ
い
て
」
の
資
料
と
し
て

都
民
へ
の
地
域
包
括
ケ
ア
に
お
け

る
多
職
種
連
携
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
冊
子
「
住
み
慣
れ
た
街
で

い
つ
ま
で
も
ー
チ
ー
ム
で
支
え
る

あ
な
た
の
馨
ら
し
ー
」
（
東
京
都

多
職
種
連
携
連
絡
会
作
成
）
を
配

布
し
、
多
職
種
連
携
を
可
視
化
し

た
も
の
と
し
て
好
評
を
讐
た
。

最
後
に
、
日
本
医
師
会
の
鈴
木

邦
彦
常
任
理
事
が
各
検
討
テ
ー
マ

に
対
す
る
総
括
を
行
っ
た
。
ま
た
、

各
坦
域
で
地
域
包
括
ケ
ア
を
進
め

て
い
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い
在
宅

医
療
の
推
進
の
た
め
に
も
、
平
成

2
8年
度
か
ら
創
設
さ
れ
た
日
医
か

か
り
つ
け
医
機
能
研
修
制
度
へ
の

参
画
を
求
め
て
地
域
包
括
ケ
ア
部

会
は
閉
会
と
な
っ
た
。

l

i

l
l
 

.' 
、
．r
 

リ, 



第607号［昭和48年12月7日第遁畔便物認可］ 都医ニュース 平成28年9月 15日 n

菓子の家シーフォン

場広
未
病
の
改
善
に
向
け
て

慶
應
義
塾
大
学
環
境
情
報
学
部
教
授
呻
虹

m竺
腎
t
泊

わ
が
国
は
高
齢
化
が
進
み
、
4

人
に
1

人
が
6
5
歳
以
上
と
な
っ

た
。
高
齢
化
の
波
は
地
方
か
ら
始

ま
っ
た
が
、
東
京
都
も
高
齢
化
率

は
2
1
％
を
超
え
、
超
高
齢
社
会
に

突
入
し
て
い
る
。
今
後
社
会
を
維

持
す
る
た
め
に
は
、
高
齢
者
も
元

気
で
活
躍
す
る
必
要
が
あ
る
。
寿

命
と
健
康
寿
命
と
の
差
は
男
性
で

約
9

年
、
女
性
で
約
1
3
年
あ
る
。

残
念
な
が
ら
東
京
都
は
こ
の
差
が

大
き
い
。
健
康
寿
命
を
延
伸
し
て
、

年
齢
を
重
ね
て
も
心
身
と
も
に
元

気
で
活
躍
す
る
人
で
あ
ふ
れ
る
社

会
を
作
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 そ

の
た
め
に
は
病
気
に
な
る
前
か

ら
予
防
や
健
康
増
進
を
心
が
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
わ
ゆ
る
「
未

病
」
の
段
階
で
の
改
善
で
あ
る
。

「
未
病
」
は
漢
方
医
学
の
言
葉

で
あ
り
、
未
病
の
段
階
で
治
す
こ

と
が
景
高
の
治
療
と
さ
れ
る
。
未

病
を
「
治
す
」
た
め
に
は
、
ま
ず

未
病
を
見
抜
く
力
が
必
要
で
あ

る
。
定
腰
の
病
み
で
漠
方
外
来
を

受
診
す
る
患
者
さ
ん
も
多
い
が
、

骨
が
変
形
し
て
し
ま
っ
て
は
内
科

的
治
寮
で
は
な
か
な
か
迫
い
つ
か

な
い
。
も
っ
と
早
い
段
階
で
予
防

す
べ
き
だ
っ
た
の
に
と
思
う
こ
と

多
摩
市
の
玄
関
口
、
聖
蹟

桜
ヶ
丘
駅
か
ら5
分
も
歩
け
ば

J
I
や
山
の
自
然
が
身
近
に
な

る
。
造
ら
れ
た
緑
地
な
ど
と

違
っ
て
多
摩
川
を
越
え
れ
ば

本
物
の
自
然
だ
。
し
か
し
多
摩

丘
陵
の
宅
地
化
は
進
み
、
子
供 の

頃
に
見
え
た
天
の
川
も
今

で
は
難
し
く
、
身
近
な
自
然
も

減
っ
て
い
る
。

さ
て
、
聖
蹟
桜
ヶ
巨
駅
近
辺

の
散
策
。
足
に
自
信
が
あ
る
な

ら
桜
ヶ
丘
団
地
方
面
の
い
ろ
は

坂
へ
。1
9
9
5

年
ジ
ブ
リ
作

が
よ
く
あ
る
。
大
抵
の
硼
合
、
関

節
な
ど
の
霜
み
が
出
る
ま
で
に
長

い
期
間
フ
レ
イ
ル
症
候
群
の
状
態

が
先
行
し
て
い
る
。
こ
の
段
隋
で

筋
カ
ア
ッ
プ
な
ど
を
図
れ
ば
よ
い

の
だ
が
、
逆
に
こ
の
段
階
で
は
医

寮
機
関
を
受
診
し
な
い
。

で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ

ろ
う
か
？
l

つ
は
啓
発
で
あ
ろ

う
。
個
人
個
人
が
意
識
を
持
っ
て

フ
レ
イ
ル
症
候
群
か
ら
脱
却
す
べ

＜
筋
ト
レ
を
す
る
。
こ
れ
は
個
人

の
努
力
に
よ
る
未
病
対
策
で
あ

る
。
も
う1
つ
は
個
人
の
努
力
を

さ
ら
に
補
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
支

品
映
画
『
耳
を
す
ま
せ
ば
』
の

舞
台
（
聖
蹟
桜
ヶ
丘
駅
の
チ
ャ

イ
ム
は
映
画
使
用
曲
「
カ
ン
ト

リ
ー
ロ
ー
ド
」
）
と
さ
れ
て
い

る
景
色
を
望
め
る
（
往
復
1

時

間
コ
ー
ス
）
。
坂
が
苦
手
な
ら

約
5

分
で
多
摩
川
へ
。
ナ
デ
シ

コ
や
ヒ
ガ
ン
花
、

く
ち
ぼ
そ
（
川
の

小
魚
を
こ
う
呼

ぶ
）
、
奥
秩
父
や

富
士
山
、
夕
焼
け

な
ど
の
風
景
を
楽

し
め
る
。
上
流
の

府
中
四
谷
橋
で
左

ヘ
曲
が
り
一
の

宮
・
和
田
方
回
ヘ

し
ば
ら
く
行
け

ば
、
右
手
の
山
の

脇
の
水
辺
に6
月

に
は
夕
方
か
ら
蛍

が
飛
び
始
め
る
。

げ
i
 

.̀ 

,
 

援
す
る
未
病
対
策
で
あ
る
。
例
え

ば
公
園
で
行
う
ラ
ジ
オ
体
操
や
、

公
民
館
な
ど
で
行
う
体
操
で
あ

る
。
中
国
で
は
昼
夜
を
問
わ
ず
公

園
で
太
椀
拳
を
や
る
集
団
を
見
か

け
る
。
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
効
果
は
、
単
に
個
人
の
努
力
よ

り
も
仲
間
が
い
る
か
ら
継
続
し
や

す
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
仲
閻

と
話
す
こ
と
に
よ
る
生
き
が
い
創

生
に
も
つ
な
が
る
。

未
病
対
策
に
は
食
事
・
運
動
と

と
も
に
社
会
活
動
が
重
要
と
よ
く

言
わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
現
在
取

り
粗
ん
で
い
る
国
立
研
究
開
発
法

人
科
学
技
術
振
興
機
構
社
会
技
術

研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
未
病
に
取
り
組
む
多
也
代

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
と
有
効
性
検

証
」
で
は
、
多
世
代
と
交
流
の
あ

る
人
ほ
ど
生
き
が
い
が
高
い
と
い

散
歩
の
あ
と
に
は
ケ
ー
キ
屋
さ

ん
で
の
一
服
を
。1
つ
は
中
和

田
の
菓
子
の
家
シ
ー
フ
ォ
ン
。

鮮
度
・
素
材
に
こ
だ
わ
り
添
加

物
は
使
わ
な
い
と
…
、
店
内
で

は
く
ま
モ
ン
似
の
こ
主
人
が

ケ
ー
キ
作
り
中
だ
。
注
文
後
に

ク
リ
ー
ム
を
泡
立
て
て
作
る

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
や
好
き
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
い
て
く
れ

る
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
な

ど
は
子
育
て
家
族
に
大
人
気

で
、
素
朴
で
お
い
し
い
作
り
た

て
を
味
わ
え
る
。
も
う
一
店
は

ル
・
プ
プ
ラ
ン
。
一
押
し
は
秋

限
定
の
和
栗
で
作
っ
た
モ
ン
ブ

ラ
ン
°
難
し
い
創
作
は
不
要
と
、

素
材
の
お
い
し
さ
を
最
大
限
に

生
か
し
、
3
0
分
以
内
の
作
り
た

て
を
食
べ
る
こ
と
を
念
押
し
さ

れ
る
。

（
多
摩
市
医
師
会
・
牛
尾
籠
朗
）
「―- - -- - -_ _ ̀ ――-__ず----l

ヘルプマークを知っていますか？

ヘルプマークとは、援助や配慮を必要として

いる方々が、周囲の方に配慮を必要としてい

ることを知らせることができるマークです。

（例）義足や人工関節を使用している方、内部

障害や難病の方、妊娠初期の方など

う
結
果
が
出
て
い
る
。
社
会
活
動

も
、
同
臣
代
と
だ
け
で
な
く
、
い

ろ
い
ろ
な
也
代
と
交
流
す
る
こ
と

（
家
族
で
は
な
い
多
世
代
交
流
を

わ
れ
わ
れ
は
「
斜
交
関
係
」
と
呼

ん
で
い
る
）
が
重
要
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

漠
方
医
学
の
「
心
身
一
如
」
は
、

心
と
身
体
が
一
体
で
あ
る
こ
と
を

掴
す
。
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
に

は
心
の
ケ
ア
ま
で
医
師
は
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
個
人
の
努
力

で
で
き
る
こ
と
の
掴
導
と
と
も

に
、
斜
交
関
係
が
で
き
る
よ
う
な

社
会
活
動
も
勧
め
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

復
は
が
必
饗
な
方
の
た
め
の
マ
ー
ク
で
す
．1111 

■ 配布場所 ■

都営地下鉄各駅（押上駅、目黒駅、白金台駅、

白金高輪駅、新宿線新宿駅を除く）駅務室、

都営バス各営業所、荒川電車営業所、日暮里・舎人ライナー（日暮里

駅、西日暮里駅）駅務室、ゆりかもめ（新橋駅、豊洲駅）駅務室、多

摩モノレール（多摩センター駅、中央大学・明星大学駅、高幡不動駅、

立川南駅、立川北駅、玉川上水駅、上北台駅）駅務室（一部時間帯を

除く）、東京都心身障害者福祉センター（多摩支所を含む）等

" ~ •~... - - • -• ---•~• - ~...-．~ー•

国

（お問い合わせ先）

L 
東京都福祉保健局障害者施策推進部計画課

TEL 03-5321-1111 （内線33-226)

-l 

知ってますか？，
新型栄養失調

3食たべているのに栄養失調に陥る高齢

者が増加している。厚生労働省調査で70

歳以上の5人に 1 人が該当すると報告され

た。主な原因は偏食、特に肉・卵を避ける

ための蛋白質不足と、肥満への過剰反応に

よる粗食である。高齢者になると蛋白質の

消化管吸収が低下するため、若い時より摂

取量を増やす必要がある。最近は若い女性

にも増えてきている。野菜摂取の前に肉類

摂取による体づくりは大切である。

自
薦
•
他
薦0
k

募
集
中
＇
·

各
地
区
医
師
会
に
お
か
れ
ま
し
て
、
会
員
が
出
版
さ
れ
た

本
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
こ
の
燭
―
示
板
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

都
医
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
本
年
も
会
員
の
先
生
方
が
出
版
さ

れ
ま
し
た
本
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
こ
の
撼
示
板
の
コ
ー

ナ
ー
は
、
主
に
会
貴
の
先
生
方
が
出
版
さ
れ
た
本
を
中
心
に

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

ご
自
身
で
、
ま
た
は
お
知
り
合
い
の
先
生
で
本
を
出
版
さ

れ
た
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
東
京
都
医

師
会
・
広
報
医
寮
情
報
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
東
京
都
医
師
会
広
報
医
療
情
報
課

(
4
0
3
.
3
2
9
4
.
8
8
2
1
 

®
み

謁一
ぷ板

医師会員先生方

ご著書をご紹介

ください

難
病
医
療

相
談
会
一

TEL 03 (3294)8821 
東京都医師会医療福祉課

日
場
申
対
費

—————————— 

剛
胴
凶
釦
囲

►
►
►
►
►
 

毎月第2木曜日 (8月・ 1 月除く） 15時～

東京都医師会（千代田区神田駿河台2-5)

事前電話予約申込制 (9時30分～正午）

東京都内在住の難病患者及び家族

無料
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